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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月15日(2011.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細胞により生成される（１，３；１，４）－β－Ｄ－グルカンのレベルを調節する方法
であって、該細胞中のＣｓｌＨによりコードされる（１，３；１，４）－β－Ｄ－グルカ
ンシンターゼのレベルおよび／または活性を調節するステップを含む方法。
【請求項２】
　（１，３；１，４）－β－Ｄ－グルカンシンターゼのレベルおよび／または活性が、細
胞中のＣｓｌＨ核酸の発現を調節することにより調節される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　（１，３；１，４）－β－Ｄ－グルカンの生成方法であって、単離されたＣｓｌＨ核酸
で細胞を形質転換するステップ、および該細胞に該単離されたＣｓｌＨ核酸を発現させる
ステップを含む方法。
【請求項４】
　前記細胞が植物細胞である、請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項５】
　前記細胞が穀類植物細胞である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　以下：
　同じ分類群の野生型細胞と比較してそのレベルおよび／または活性が調節された、Ｃｓ
ｌＨによりコードされる（１，３；１，４）－β－Ｄ－グルカンシンターゼ；ならびに／
あるいは
　同じ分類群の野生型細胞と比較してその発現が調節されたＣｓｌＨ核酸
のいずれか１以上を含む細胞。
【請求項７】
　同じ分類群の野生型細胞と比較してそのレベルが調節された（１，３；１，４）－β－
Ｄ－グルカンをさらに含む、請求項６に記載の細胞。
【請求項８】
　請求項１または２に記載の方法により作製された、請求項６または７に記載の細胞。
【請求項９】
　植物細胞である、請求項６～８のいずれか１項に記載の細胞。
【請求項１０】
　穀類植物細胞である、請求項９に記載の細胞。
【請求項１１】
　請求項６～１０のいずれか１項に記載の１以上の細胞を含む多細胞構造物。
【請求項１２】
　植物全体、植物組織、植物器官、植物部分、植物繁殖材料、または培養植物組織からな
るリストより選択される、請求項１１に記載の多細胞構造物。
【請求項１３】
　穀類植物、またはその組織、器官もしくは部分を含む、請求項１１または１２に記載の
多細胞構造物。
【請求項１４】
　穀粒を含む、請求項１３に記載の多細胞構造物。
【請求項１５】
　同じ分類群の野生型細胞と比較して食物繊維含有量が調節された細胞を含む、請求項１
２～１４のいずれか１項に記載の多細胞構造物。
【請求項１６】
　同じ分類群の野生型細胞と比較して（１，３；１，４）－β－Ｄ－グルカンレベルが増
加し、かつ同じ分類群の野生型細胞と比較して食物繊維含有量が増加した細胞を含む、請
求項１５に記載の多細胞構造物。
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